
弟6嘘　士5チ 工33

：IIIIId「IIII1llllllllヒ1」lillll」」1［Ildllillllglllllllllll」IIIIILIII」1411111」；IIIIId「Ildl」IIIIId」111」」L［IIIIII「IIIIIIIIIdtll」IIII」Illlldillllll」IIIII」1111111IIIIII」1111111fldllllIllllIIJIIII」11111」」し　II］liLI］］］1トL］IIIIIII［」］IIIIIIILIIAI」トII］：1［［［］］］IIしILIIILIIII」1」IIIIII　｝IIII」IIIIト［4

　　　　　　　　　　　生研式III型自動滴定器の試作
菊　池　真　　・・吉　永　忠　司

　著者等．2研究呈てはさき1＿菊池，坂口による一・）記録

式竃位滴定装置〔り（2）を試作発表し1：．その際標準電極に

対する電泣差を滴定と三一もに刻k’pEblし「⊂ゆ＼装置2一

その他の部分（流動バラフィン恒雌僧，撹絆機甘水竈

極，庫天橋，電極等ノについては詳述したヵ・，自動的に

痢定液を滴下する自S」rt．商定器（3）（同期電動機と注射器・り

組合せ方式♪に・）いL一はJ・j・Linganeと殆んと同型・・L／

ものを試作中で，t）　一，　r：r二tl）Mdi　Mについ一CはfiPtしなか一．♪

た．間もなく一．上ワにその1型器は本針究室し’）自勤銀

勉位滴定に便利に便月1－⊂きた巾であるか，－e一の後さらに

n型器を試作L，λリップを防止，るために燐同釦のス

ソリン　を侯哨することをやめて，サイレントナtT’一ンを

採riiし，早戻リ・9穣構を採用する等7　Linganeり発表し

たlfieev　ts・”／よリπ」底りの点に改艮を加えたのであっ

た，今回fiAVる皿di著bLこおいてはほぽ本研究圭の要豊

を満丁ものであり，且装置全体かCompuctにな．．，て兀

臨型と称しても差麦えないよ，になつたのでJ二の機皇ミ

にその構造，便用法等の概要　，さ報告／一る・本XSav主

要都分は∠しW・つ同期亀動磯の定速圓転を，二炭の歯車

減速にて猷速したものを，変換で、∫る三炭の鯛卑激速装

置で，ll⊥，⊥「LVt⊥i　4，⊥、δ，1、工6，11jZJ　l，　b4，⊥〆⊥∠δ

の5種類に速度変摸し，り．47～6UR．P．M．び，範囲ξ変化

できるようになっている．以上のvae［で注射器式ピスト

レの駆動片を動かし，所定の足速．（ピコ・レットを駆動し

圓転計によりてそ0）回転数を直読するものである．電動

機用の主スイッチにより任意の個所で，滴定の開始，中

止，逆転か簡単にできる．安全装置としては正逆いずれ

の場合も，駆動片か両端に来た時にはストッパーによリ

マイクロスイッテか断れて電動機の回転が止まるように

なワており，フノVzボタンの副スイッチを押すことに

ょウ再び竃動機か働くような仕組になつている．ビユレ

ットは注射器を求めて．便用しても良いか，入念に磨り合

せたものを特別に作らせた方が良く，針の部分は硝子磨

り合せの蟷としたものを用いているが，使用目的によワ

て便利なように製作すれば良い．ビユVットの容量は

5～50ccまで取替えが可能である．本器はその使用上速

い逆回転によリビユレットに滴定液を吸上げる必要上，

特に機械的逆図転の早戻りの機構か採用ざれており300

R．P．M．の逆回転か可能である．その際は回転計の破損

を防止するために小歯車軸を引張リて，歯車を外し回転

計を休止の状態にして行kるように設計してある．機械

的部分は全部安全なケースの中に内蔵され，速度変換操

作は4個のレバーによって行われる．電源の甚しいサイ

クノLの低下でも起らない限り滴F液の容積と滴下速度

dV／dTはほぼ一定であるが，予めビ＝レヅトについて

回転計の読みと滴ド容積がCalibratしてあれば，仮り

に速度が落ちることがあワても差支えないわけである．

次に本器を写真について説明すると，第1図は滴定器の

全容であり各部分についてはそれぞれに示してある通り

であり，第2図はその内部の模様を示したものである．
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　　　　　　　　第　2　図

　速度変換のための4個のレバーは向つて右側からAB

CDで示せば，第1表のようにその位置を定めるこ2．に

よワて速度を変えられる．

　　　　第1表　　　　　　本器は自動滴Z以外の

　レバー　送リネジ第3歯車
　の位置　回転数N軸に対す
DIC］BlA旦ヒM㌧う減速比
IIAtt17YRI※16（止）1　－

／1＼1＼1＼1〔φL．」　1

／i＼1＼1／「30　12
／1＼1／1＼115　　　　　　　　　4

／1＼1／1／17．5　　　　　8

／「／1＼「＼［3．875　　　　　16

／1／1’＼1／11．875　　　　　32

／i／1／1＼1〔｝，93751　　　64

／1／／1／i　o．46875］　　128

＼1※1※1※ト300（翅）1
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分野でもその応用が考え．
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